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Fl F2 F3 F4 M SD 共通性
素直な表現 (a=.82) 
24 相手と自分の意見が違うとき，相手に対してどう対応したらよいか，自
分で判断する .78 -.12 .17 .1 3.90 0.89 .52 
25相手と自分の意見が違うときは，そのような意見を持った理由を説明する .64 .12 -.04 -.09 3.84 1.00 .47 
32相手と自分の意見が違うときは，自分の意見を素直に言う .62 -.10 -.21 .05 3.69 1.02 .52 
35 貸した物を返してもらえないときは，困っているという気持ちを相手に
伝える .61 .02 -.01 -.13 3.92 0.98 .34 
14 どうしても嫌なことを頼まれたとき，相手に対してどう対応したらよい
か，自分で判断する .61 -.14 .12 .24 3.87 0.96 .39 
23貸した物を返してもらえないときは，返して欲しい理由を説明する .60 .17 .08 -.16 3.93 1.04 .42 
34 どうしても嫌な頼まれごとをされたら，できない理由を説明する .53 .18 -.05 -.08 3.96 0.99 .38 
19 相手と自分の意見が違うときは，なぜ相手がそのような意見を持ったの
かをたずねる .48 .10 -.08 -.10 3.57 1.10 .29 
36 相手と自分の意見が違うとき，周囲の雰囲気に流されず自分の考えた通
りに行動できる .42 -.01 -.34 .19 3.41 1.07 .5 
16貸した物を返してもらえないと，不安な気持ちになる .37 -.09 .3 -.30 3.88 1.12 .2 ， 貸した物を返してもらえないとき，周囲の雰囲気に流されず自分の考え .32 .06 -.23 .2 3.54 1.1 .39 た通りに行動できる
他者配慮 (a=.88) 
22相手と異なる意見を言うとき，相手の気持ちも考えた伝え方をする -.02 .81 -.09 -.07 3.79 0.91 .61 
37 どうしても嫌な頼まれごとを断るとき，相手の気持ちも考えた伝え方を
する .03 .75 -.06 .02 3.71 0.96 .58 
17貸していた物を「返して欲しい」と言うとき，相手の状況も考える -.09 .73 .01 .05 3.74 0.94 .49 
31 どうしても嫌な頼まれごとを断ろうとする．とき，相手の状況も考える .05 .67 .12 .1 3.71 0.96 .53 
5 
貸していた物を「返して欲しい」と言うとき，相手の気持ちも考えた伝
-.01 .66 .05 .02 3.87 1.00 .45 え方をする
10相手と異なる意見を言うとき，相手の状況も考える .0 .61 -.01 .19 3.93 0.92 .45 
7 貸していた物を返してもらえないとき，相手も自分も納得のいく方法を
考える .02 .53 .12 .12 3.55 1.10 .34 
6 相手と自分の意見が違うとき，折衷案や代替案を考える .17 .48 -.05 .03 3.94 0.92 .35 
28 どうしても嫌な頼まれごとをされたとき，相手も自分も納得のいく方法
を考える .24 .4 .09 .08 3.56 0.95 .38 
2 貸していた物を「返して欲しい」と言うとき，相手の言い分は積極的にきく -.06 .43 .09 .17 3.73 1.10 .20 
主体性 (a=.87) 
26 どうしても嫌なことを頼まれたときでも，相手や周囲の人に合わせて行
動してしまう＊ -.11 .10 I -.96 I .17 2.97 1.19 .72 
27 相手と自分の意見が違うときでも，相手や周囲の人に合わせて行動して
しまう＊ .0 .02 I -.8 I .15 3.08 1.10 .68 
38 貸した物を返してもらえないときでも，相手や周囲の人に合わせて行動
してしまう＊ .05 -.09 -.69 .08 2.92 1.15 .47 
15相手と自分の意見が違うとき，自分の意見を言うことに気後れする＊ .1 -.18 -.54 .03 3.22 1.25 .41 
21 どうしても嫌な頼まれごとをされたとき，断るのは緊張する＊ -.10 -.17 -.52 .29 3.56 1.23 .50 
20相手と自分の意見が違うと，不安な気持ちになる＊ -.12 -.03 -.48 .3 3.27 1.20 .43 
4 どうしても嫌な頼まれごとをされたら，「できない」と素直に言う -.17 -.13 .47 .06 3.76 1.16 .30 
33貸した物を返してもらえないとき，「返して欲しい」と言うのは緊張する＊ -.01 -.18 -.45 .26 3.36 1.27 .41 
18 どうしても嫌なことを頼まれたとき，周囲の雰囲気に流されず自分の考
えた通りに行動できる -.27 -.12 .41 .15 3.49 1.06 .49 
情動制御 (a=.69) 
29 どうしても嫌な頼まれごとをされたときでも，いつもどおりに落ち着い
て対処できる .1 .14 .01 .62 3.27 1.05 .50 
30相手と自分の意見が異なっても，いつもどおりに平静でいられる .10 .09 -.14 .5 3.41 1.07 .49 
1 
貸した物を返してもらえないときでも，いつもどおりに落ち着いて対処
-.16 .28 .01 .52 3.65 1.19 .30 できる
因子寄与 6.24 5.63 5.44 3.78 
因子間相関 Fl F2 F3 F4 
Fl 1.00 .49 -.40 .40 
F2 1.00 .13 .13 









































































































Fl F2 F3 F4 M SD 共通性
短気 (a=.77) 
6 かっとなることを抑えることが難しいときがある .81 -.05 -.1 .04 2.79 1.16 .54 
8 ばかにされると，すぐ頭に血がのぼる .76 -.01 .02 -.09 2.59 1.12 .59 
13たいした理由もなくかっとなることがある .62 .0 .09 -.17 2.53 1.21 .47 
1 いらいらしていると，すぐ顔に出る .61 .01 -.20 .17 3.35 1.09 .31 
4 ちょっとした言い合いでも，声が大きくなる .45 .06 -.12 .29 2.87 1.12 .26 
24かっとなって，物を壊したくなることがある .36 .07 .28 -.05 2.62 1.33 .36 
敵意 (a=.80) 
15私を嫌っている人は結構いると思う -.05 .84 .02 -.03 3.28 1.03 .68 
23 友人の中には，私のことを陰であれこれ言っている人がいるかもしれな
し9 .04 .6 -.04 .06 3.20 1.11 .45 
7 陰で人から笑われているように思うことがある .18 .60 -.10 -.15 3.35 1.19 .50 
10私を苦しめようと思っている人はいない＊ .08 -.56 -.06 .01 3.06 1.12 .29 
16人とよく意見が対立する .01 .54 .06 .32 2.67 .94 .42 
18人からばかにされたり，意地悪されたと感じたことはほとんどない＊ .07 -.49 .0 .03 2.56 1.10 .21 
20嫌いな人に出会うことが多い .21 .37 .07 -.03 2.62 1.10 .30 
身体的攻撃 (a=.78) 
19権利を守るためには暴力もやむを得ないと思う -.18 .04 .71 -.01 2.47 1.19 .41 
17人をなぐりたいという気持ちになることがある .20 .09 .59 -.06 2.23 1.21 .58 
14挑発されたら，相手をなぐりたくなるかもしれない .3 -.03 .58 -.05 2.40 1.28 .62 
21なぐられたら．なぐり返すと思う .03 -.04 .58 .23 2.72 1.34 .4 
2 どんな場合でも，暴力に正当な理由があるとは思えない＊ .26 -.10 -.57 .05 3.48 1.17 .25 
5 相手が先に手を出したとしても．やりかえさない＊ -.1 .19 -.45 -.13 2.95 1.13 .25 
言語的攻撃 (a=.70) 
9 友人の意見に賛成できないときには，はっきり言う -.06 .04 .08 .69 3.19 1.01 .50 
22 自分の権利は遠慮しないで主張する -.07 -.07 .19 .59 3.16 1.07 .41 
3 誰かに不愉快なことをされたら，不愉快だとはっきり言う .09 -.15 -.08 .56 3.14 1.04 .34 
1 意見が対立したときは，議論しないと気がすまない .1 .13 -.07 .56 2.99 1.14 .34 
因子寄与 4.20 3.82 3.56 
因子間相関 Fl F2 F3 
Fl 1.00 .54 .54 





Fl M SD 共通性
アサーション (a=.78) 
12少人数の話し合いの場で進んで意見を述べる .64 3.03 1.09 .41 
15 自分に分からないことがあれば，説明を求める .61 3.72 0.92 .37 
13好意を持った相手には自分から話し掛ける .61 3.09 1.15 .37 
1 大事な話の途中で口をはさまれたら話が終わるまで待ってくれるように言う .5 2.72 1.10 .31 
9 図々しく不正な人がいたら，その人に注意する .5 2.64 1.00 .31 
14他人から誤解されたら．誤解が解けるように話をする .54 3.65 0.99 .29 
5 友達に頼み事をしたい時には素直に言う .53 3.94 0.91 .28 
7 好きな人には率直に愛情や好意を示す .50 3.37 1.18 .25 
10友達のいいところを見つけたら率直に誉める .50 3.78 0.91 .25 
1 買った商品に欠陥があったら交換してもらう .47 3.35 1.02 .2 
2 親に反対されそうなことでも必要なら親に言う .4 3.75 1.04 .20 
6 友達の都合を一方的に押しつけられた時は断る .4 3.42 0.95 .19 
3 勉強している時に隣で騒いでいる人がいても何も言わない＊ -.37 3.49 1.04 .14 






素直な表現 他者配慮 主体性 情動制御
素直な表現 1.00 
他者配慮 .51 * 1.00 
主体性 .32 * -.10 * 1.00 
情動制御 .43 * .38 * .32 * 1.00 
アサーション .26 * .18 * . 11 * .14 * 
短気 -.05 -.08 + -.10 * -.16 * 
敵意 -.03 -.04 -.08 + -.08 + 
身体的攻撃 .0 -.09 + .06 -.02 
言語的攻撃 .30 * .12 * .24 * .16 * 
(Table 4)。
その結果，今回修正した「他者配慮」の項目は「素直
な表現」 Cr=.51.p<.01), 「情動制御」 Cr=.38,P<.01)と
は正の相関を示し，「主体性」 (r=-.10,p<.05)とは弱い
負の相関を示した。また， 日本版Buss-Perry攻撃性質





































.82 * 1.00 
.78 * .74 * 1.00 
.68 * .69 * .68 * 1.00 
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